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最
近
、
人
間
の
汚
命
は
た
い
へ
ん
の
び
で
き
る
よ
う
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。

て
き
て
お
り
、
こ

れ

は

医

学

の

進

歩

と

保

つ

ぎ

に

、
こ
と
し
の
保
健
事
業
は
ど
の

健
衛
生
知
識
が
向
上
し
た
こ
と
、
ま
た
福
よ
う
な
も
の
が
「あ
る
か
み
て
み
ま
し
ょ

祉
叫
生
行
政
の
改
訟
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

う
。
な
お
、
こ

の
事
業
の
推
進
に
は
医
師

す
。
市
で
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
健
民
保
会
、
保
健
所
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

持
増
進
を
は
か
り
、
明
る
い
社
会
生
活
が
て
お
り
ま
す
。

母
子
の
保
健
指
導

ま
ず
乳
幼
児
の
保
健
指
導
は
、
正

し
い
保
育
知
識
の
普
及
と
検
診
に
よ

り
、
病
気
を
予
防
し
、
健
康
な
お
子

さ
ん
を
育
て
る
た
め
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
乙
と
し
も
次
の
よ
う
な
検

診
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
乳
児
検
診
H
生
後
三

・
六

・
八

・

十
二
か
月
山
対
象
、
一
川
週
金
限
、
保

健
所

V
股
関
節
脱
臼
検
賓
H
一
歳

未
満
児
対
象
、
第
二
金
限
、
保
健
所

V
離
乳
食
諮
習
H
第
四
金
限
、
保
健

所

V
幼
児
検
診
H

一
歳
児
は

7
1

8
月
、
二
歳
児
は
日
j
口
封
、
四
i

五
歳
山
は

2
i

3
月
、
各
校
下
ご
と

に
実
施
。

つ
ぎ
に
一
般
成
人
者
に
刻
し
て
は

ま
ず
、
家
族
計
画
に
つ
い
て
の
考
え

や
普
及
を
目
的
と
す
る
婚
前
学
級

(

背
年
学
級
を
利
用
)
明
る
い
家
低
づ

く
り
の
基
礎
を
築
く
た
め
の
新
婚
指

導
(
毎
週
水
限
日
、
市
校
一
所
)
が
ひ

ら
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
肝
婦
の
保
位
指
導
と
し
て

は
、
妊
婦
検
診

(
第
三
金
限
、
保
健

所
)
母
親
学
級

〈
知
一
金
限
、
保
健

所
〉
が
あ
り
ま
す
。
山
中
年
婦
人
間
に

は
、
位
以
の
保
持

-m進
と
成
人
病

予
防
に
重
点
を
お
い
た
術
生
教
育
を

婦
人
学
級
に
と
り
入
れ
て
似
催
折
叫

に
あ
た
り
ま
す
。

成

人

病

2. 1 

ガ
ン
の
検
診
や
血
圧
測
定

以
近
の
死
亡
す
る
人
の
死
閃
は
、

脳
卒
中
で
な
く
な
る
人
が
第
一
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

北
日
は
、
脳
卒
中
で
倒
れ
る
人
は
年

寄
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

近
ご
ろ
で
は
、
四
J
五
十
代
の
人
が

相
当
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
年
代

の
人
が
倒
れ
る
こ
と
は
、
一
出
家
の
ヰ

44. 、B
F
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不
幸
を
左
右
す
る
問
題
で
す
。

市
で
は
、
住
民
検
診
の
際
に
三
十

五
歳
以
」
の
人
に
血
圧
測
定
を
行
な

い
そ
の
指
導
に
あ
た
り
ま
す
口

昨
年
、
市
内
で
は
じ
め
て
の
試
み

と
し
て
、
統
田
地
区
に
お
い
て
血
液

循
環
系
統
の
検
査
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
八
百
四
十
五
名
の
検
診
者
の
う

ち
、
治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

六
十
四
名
、
精
密
検
査
を
要
す
る
人

三
十
名
、
保
健
指
導
者
四
十
二
名
も

あ
り
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
ガ
ン
で
す
が
、
ガ
ン
は
働

き
ざ
か
り
で
な
く
な
る
こ
と
が
多
く

μ本
人
に
は
目
ガ
ン
と
子
宮
ガ
ン
が

多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
乙
と
し
も
胃
ガ
ン
〈
四
十
歳
以

上
)
子
宮
ガ
ン
(
三
十
五
歳
以
上
)

の
検
診
を
二
回
実
施
す
る
予
定
で
す

こ
の
ほ
か
、
叩
月
!
日
月
に
か
け

-gJ
 

九
T
リ
.，

て
全
市
民
を
刻
象
に
寄
生
虫
検
査
を

尖
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

結

j安

市
で
は
、
第
九
回

市
民
ス
キ
l
大
会
を

2
バ
9
日
(
日
)
午

前

9
時
的
分
か
ら
大

符
ス
キ
l
場
で
行
な

い
ま
す
。

こ
の
大
会
の
参
加

資
格
は
市
内
に
在
住

す
る
人
、
ま
た
は
勤

務
す
る
人
で
、
競
技

種
目
と
邸
別
は
、

一

〈
個
人
〉
小
学
H
滑

降

競

技

小

学

一

H
滑
降
回
転

競

技

高

校

、

一
般
、

一

壮
年
、
会
員
H
大
回
転
競
技

一

〈
川
体
〉
附
降
回
転
、
リ
レ
l
、
距

一

離
競
技
を
小
中
向
校
生
、
一
般
、
壮

一

年
の
五
郎
に
わ
か
れ
て
競
う
。

一

参
加
希
望
者
は
、
9
日
午
前

9
同

一

切
分
ま
で
会
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ

一

、、
nv

-

、υv
市民スキー大会

-9日 大谷で

住
民
検
診
で
早
期
発
見

最
近
は
、
結
核
に
よ
る
死
亡
は
少

な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
口
し
か

し
、
結
肢
は
や
は
り
人
か
ら
人
に
伝

染
し
、
い

っ
た
ん
感
染
し
発
病
し
た

場
合
、
相
当
な
が
く
徹
版
し
た
治
療

が
嬰
求
さ
れ
る
恐
ろ
し
い
病
気
に
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
結

核
予
防
法
と
い
う
法
律
に
は
、
説
で

も
必
ず
一
年
に
一
回
の
検
診
を
受
け

る
乙
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す口
乙
の
た
め
市
で
は
、
乙
と
し
も
7

1
m月
に
か
け
て
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
車

に
よ
り
、
各
校
下
を
ま
わ
り
住
民
検

y

診
を
災
施
す
る
こ
と
に
し
て

a

お
り
ま
す
c

何
年
住
民
検
診
に
は
、

一

万
三
千
人
ほ
ど
の
人
が
検
訴

を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、川
何
年

は
十
五
人
、
何
年
は
十
一

人

の
山
者
が
苑
凡
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
住
民
検
診
で
、

病
気
の
早
期
発
見
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。

(
写
貞
は
粁
川
地
区
で
尖
脳

し
た
総
合
検
診
)

魚
津
市
史
上
巻
増
刷

購
入
希
望
者
受
け
付
け

魚
津
市
史
上
巻
は
昨
年
4
月
に
発

刊
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
購
入
を

希
望
さ
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
の
で
、
市
で
は
こ
の
た
び
増
刷
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

購
入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
2
月

叩
日

(
月
)
ま
で
市
役
所
総
務
課
市

史
編
さ
ん
事
務
局
へ
「
申
込
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
川
の
側
桁
は
二
千
円
で
、

3
月

上
旬
に
配
向
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い

ま

す

。

一

校
下
の
代
表
と

H
H

は
た
ち
の
つ
ど
い
が

ぃ
川
教
委
で
は
、

1
川
町
リ
市
民
会

館
で
座
談
会
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」

を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
乙
の
つ
ど
い
に

は
各
公
民
館
よ
り
推
薦
さ
れ
た
二
十

四
名
の
成
人
者
と
市
長
、議
長
、教
育

委
員
な
ど
が
出
席
し
、
西
部
中
浦
山

一

先
生
の
司
会
で
す
す
め
ら
れ
ま
し
た

成
人
式
を
迎
え
て
の
心
が
ま
え
と

一

抱
負
、
結
婚
問
題
、
市
政
に
刻
す
る

一

志
見
な
ど
に
つ
い
て

一
同
聞
に
わ
た

っ
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者

か
ら
は
、

「
こ
れ
か
ら
は
責
任
を
も

っ
て
や
り
た
い
と
い
う
自
覚
め
い
た

も
の
を
感
じ
た
」
「
私
の
仕
引
の
資

栴
を
と
る
た
め
に
し
っ
か
り
勉
強
し

一

た
い
」
「
自
分
の
仕
事
は
人
に
負
け

一

な
い
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」

「
公
共

一

院
山
刷
物
や
話
人
ホ
l
ム
を
つ
く
っ
て

一

も
ら
い
た
い
」
の
ほ
か
活
発
な
志
見

が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。
(
写
真
は
座

談
会
H

は
た
ち
の
っ
と
い
H

)

一険
…
陪
加
一
応
佐
川

は
3
月
1
日
か
ら
受
け
付
け

昨
年

4
月
か
ら
実
施
し
ま
し
た
市

民
交
通
俗
害
保
険
制
度
に
は
、

1
月

お
目
別
在
で
五
千
七
百
六
十
八
人
が

加
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
(
加
入
率
は

二
ニ
軒
)
。
こ
の
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
人
で
交
通
引
故
に
あ
わ
れ
た

予jj防，，注，，射

伝染病予|坊と免疫を殺得するた

め、校下ごとに予防注射を実胸し

ますが、ことしの引 ~[Iiはつぎのよ

うになっています。なお注射日の

案内は市広報でお知らせする乙と

になっております。

(予防注射、該当省、は'よr胸jヨ
の11問。 )

砂ジフテリヤ、百日せき、破傷j見

混合ワクチン=43年"-1の山生者

と昨年初回免疫完了者(4---5月)

砂ツベ/レクリン反応、 BC G ~友柾1

=6 歳米満児 (4~6月)

砂小児まひ生ワクチンJJW:日=43年

7月---44年 6月までの山生児 (

5月と10月)

砂日本脳炎=生後6か月以'".の人

(6---7月)

砂直(とう=43il_:7 月 ~~411_: 6 nま

での出生者、就学児、小学 611:

~ (9月)

砂ジブテリヘFご就学児と/J¥学 6{1:

f七(11Jj) 

砂インフノレエンザ=生後 6か月以

J.の人 (11"-'12月〉

人
は
、
死
者
四
人
、
似
者
十
六
人
あ

わ
せ
て
二
十
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
人
た
ち
に
支
払

わ
れ
た
似
険
金
は
二
百
三
十
一
万
円

に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

本
市
の
交
通
似
山
一
一
日
似
険
は

4
刀
か

ら
3
片
ま
で
の
別
問
に
な
っ

て
い
る

の
で
、
加
入
さ
れ
て
い
る
人
は

3
川

出
日
で
終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

4
月
か
ら
加
入
さ
れ
る
と
き
は
、

改
め
て
加
入
巾
し
込
み
す
る
乙
と
に

な
っ
て
お
り
、
近
く
巾
込
刊
を
各
ご

家
庭
へ
配
布
す
る
予
定
で
す
。

加
入
申
し
込
み
は

3
片
1
日
か
ら

市
佼
所
市
民
謀
、
連
絡
所
で
受
け
付

け
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
な
お

2
月
か
ら
加
入
さ
れ
る
人
は

4
月
か

ら
の
分
と
あ
わ
せ
て
申
し
込
み
し
て

こ
の
ほ
ど
昭
和
刊
作
中
の
魚
津
市
百
四
十
一
人
)
、
伝
川
者
が
二
千
百

一

の
人

μ
動
態
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
2

八
十
凶
人

(男
一
下
百
二
十
四
人
、

ま
ず
山
生
は
八
百
二
十
五
人
(
男
四
庄
一
千
六
十
人
)
で
、

差
し
引
き
五

-

百
四
十
八
人
、
女
三
百
七
十
七
人
)
百
四
十
七
人
松
山
者
が
多
く
な
っ
て

一

附
利
引
年

7
ハ
の
郵

で
、
位
年
よ
り
九
十
点
人
ふ
え
て
い
い
ま
す
。

一

便
法
改
正
の
際
、
過
渡

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
一

uに
二
・三

に
の
一
作
聞
に
周
け
山
ら
れ
た
附

一

的
拍
躍
と
し
て
認
め
ら

人

ル

止

ま

れ

‘

R
d
k

閃

ま

旦

百

三

れ

た

小

型

の

封

筒

や

は

4Y

8
百

2
ノ

けJ
い
れ
し
仕
比

た
計
算
に
弘
、
ぜ
Q
F
W
ダ

U
1

出

が

き

の

使

用

別

限

が

昨

な
り
ま
す

，一炉
、

ァ

お

生

ま

れ

る

婚

は

三

十

五

作

ロ

月

末

日

で

切

れ
ま

死

亡

は

ぷ

し

げ

儀

件

あ
り
ま
し

三
百
六
十

{
-
de

l
l
nN年
中
の
人
口
動
態

こ
o

し
た
o

こ
と
し
の

1
月

f

か
ら
次

ωよ
う
に
な
り

二
人
(
到
二
百
凶
人
、
女

百

五

十

八

ロ

刈

末

に
お
り
る
人
ハ
は
内
万
七

y

守

ま
し
た
の
で
ご
注
・
強
く
だ
さ
い
。

人
)
で
、
山
小
死
亡
を
廷
し
引
き
し
下
ご
百
七
人
(
男
二
万
二
「
六
百
二

ま
す
と
、
凶
百
六
十
三
人
山
小
が
多
十
七
人
、
友
二
万
円
千
五
百
八
十
人

マ
あ
て
名
札
の
大
き
さ
の
故
小
限
(
郵

く

な

っ

て

い

ま

す

。

)

、
附
一
帯
数
は

一
万
一
千
二
百
五
十

一

似
物
の
い
取
小
限
に
制
た
な
い
場
介
つ

い
っ
ぽ
う
転
入
者
は
一
千
六
百
三
六
舵
市
で
し
た
。

け
る
も
の
)
リ
長
さ
十
二
今

M
、
川

十

七

人

(

男

八

百

九

十

六

人

、

女

七

六

円

ン

M
・

マ
郵
便
物
の
大
き
さ
の
以
小
限
(
封
筒

一

や
は
が
き

)
H長
さ
十
四
円
y
M、
幅

一

f
u
k
y
メ

l

一

4
ノ
ヂ
ト
U

一マ
そ
の
ほ
か
定
形
郵
似
物
の
カ
ナ
活
'
子

一

に
よ
る
あ
て
名
一心
州
民
件
も
変
わ
り

一

ま
し
た
。

一

く
わ
し
い
こ
と
は
郵
似
局
へ
お
川

一

い
什
わ
せ
く
だ
さ
い
リ

保
母
の
採
用
試
験

市
で
は
保
川
の
保
川
試
験
を
次
の

一

よ
う
に
行
な
い
ま
す
。
受
験
希
望
者

一

は
2
月
叩
日

(円
)
ま
で
市
役
所
総

一

山
人
事
課
へ
申
込
占
を
提
山
し
て
く

一

だ
さ
い
。

一

マ
受
験
資
絡

一

・
児
輩
福
祉
法
胤
行
令
第
十
三
条
第
二

項
第
二
号
に
よ
る
保
母
資
絡
を
有
す

一

る
も
の
、
ま
た
は
昭
和
何
年

3
月
末

一

ま
で
に
保
母
資
格
取
得
見
込
み
の
者
一

.
昭
和
旧
作
4
月

2
日
か
ら
昭
和
お
年

一

4
月
!
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

一

・
勤
務
の
都
合
上
、
魚
津
市
内
に
在
住

一

し
て
い
る
人

一

マ
試
験
則
日
と
場
所

一

2
川
同
日
(
日
)
午
前

9
附
か
ら

一

市
役
所
で
行
な
い
ま
す
。

一

く
わ
し
い
こ
と
は
、
秘
刊
人
事
訓

一

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一

い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

一

(
印
鑑
と
掛
け
金
が
必
裂
で
す
)

一

こ
の
保
険
の
掛
け
金
は
年
間
一
人

一

三
百
六
十
円
で
、
万
一

一川
故
に
あ
わ

一

れ
た
と
き
は
、
次
の
よ
う
な
見
舞
金

一

が
も
ら
え
ま
す
。

一

マ
死
亡
の
と
き
H
五
十
万

円

マ

全

一

治
六
か
月
以
j
の
け
が
の
と
き
H
十

万

円

マ

人
J

治
三
か
け
以
上
の
け
が

H
五
万
円
マ
全
治
一
か
月
以
ト
い
の

-

け
が
H
二
万
円
マ
八
l

治
一
週
間
以

ト
の
け
が
H

五
千
円
マ
合
治

一
週

間
未
満
の
け
が
H

二
千
円

私
た
ち
が
、
い
く
ら
い
%
を
つ
け
て

い
て
も
、
円
以
近
の
交
通

mdMで
は
、

い
つ
事
政
に
あ
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
別
在
加
入
さ

れ
て
い
る
人
、
未

加
入
の
人
も
、
ぜ

ひ
交
通
似
害
保
険

に
加
入
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

ゆ!
今
月
の
市
税

固

定

資

産

税

四

期

分

国
民
健
康
保
険
税
四
期
『
分

納
期
限
は

2
月
お
日
で
す

市
教
委
で
は
、
婦
人
の
教
養
を
向

め
る
目
的
で
、
昨
年

4
凡
か
ら
作
地

区
婦
人
会
の
協
ガ
を
え
て
、
婦
人
学

級
を
ひ
ら
い
て
き
ま
し
た
。

3
月
で

終
ね
り
ま
す
が
、
乙
れ
か
ら
の
日
程

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公

凶
郎
や
小
学
校
で
、
お
も
に
午
後
か

ら
ひ
ら
か
れ
て
い
ま
ず
か
ら
、
ど
な

た
で
も
お
一
%
程
に
参
加
し
て
く
だ
さ

¥

D

 

'νM' 

八
下
中
島

V

2
ハ
5
口
H
教
義
消
匝

川町

H
H政
治
前
座

八
松
倉

V

2
月

5
日
日
間
約
式
問

日
日
家
低
作
爪
同
日
川
川
乙
れ
か
ら

の

農

業

お

け
リ
団
体
の
一
芯
義

3

川

4
日
リ
家
庇
生
活

八
上
野
方

V

2
月

6
日
H
市
政
に
つ

い

て

川

U
U菜
闘
の
作
間
計
四

日
日
H
婦
人
と
健
民

3
月
3
日
H

反
省
会

〈
下
野
方

V

2
月

5
日
H
似
能
向
生

円
日
H
政
治
総
座

3
川
お
日
H
公

郵便物の大きさの

最小限変わる

〈
小
型
封
筒
や
は
が
き

な
ど
〉

λ 
ぷ~

弓ー

級

教
講
座

八
魚
津
〉

2
川
旧
日
日
制
食
に
つ
い

て

3
月
2
日
H
子
供
の
お
や
つ

八
上
中
島

V

2
川
内
日
H
成
人
病
予

防
に
つ
い
て

3
月
3
臼
H
家
一
駐
の

レ
ク
リ
ェ
シ
ョ
ン

八
天
神

V

2
川
日
日
H
術
作
紡
話

お
日
H
市
政
を
き
く
会

3
川
お

H

H
H
市
議
会
傍
聴

八
道
下
〉

2
川
日
日
H
H
保
舵
衛
生
諮

座

お

日

H
市
政
を
き
く
会

〈
経
国
〉

2
片
山

H
U婦
人
と
他
民J

閉
諸
式

八
西
布
施

V

2
月
日
日
H
良
市
中
講
習

保
健
衛
生

3
月
お
日
H
閉
秘
式

八
加
積
〉

3
H
A
m日
H
市
政
を
き
く

会
〈
片
貝
〉

2
川
釘
円
H
政
治
講
座

(
写
真
は
粁
川
婦
人
学
級
で
)

婦
人
学
級
研
究
大
会

|

|
叩
日
市
民
会
館
で

婦
人
学
級
運
皆
上
の
問
題
点
な
ど

に
つ
い
て
研
究
討
議
と
成
以
の
発
去

を
す
る
魚
作
市
綿
入
学
級
研
究
大
会

は
、

2
片
山
日
(
月
)
午
前
叩
向
か

ら
市
民
会
館
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

当
日
は
午
前
中
に
「
婦
人
の
意
見

発
表
大
会
魚
津
市
大
会
」
も
開
催
さ

れ
、
「
現
代
に
思
う
」
と
題
し
て
、

地
区
婦
人
会
代
表
の
意
見
発
表
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
映
聞

と
講
演
が
あ
り
ま
す
。



2. 1一一一一 (2)一一報

戸
いな機

関東
胴

UP-r慌の良設

市

民

利

談

-
g
s
t

，、-一.、

、円ベ
u
r
ト‘

や

U
受引

と

む

け

た

陳

情

ゃ

ー
醐
射
止
電
気
V
』

法制
4

苦
悩
な
ど
は

救

餐

二

百

件

余

η

&

申

闘

に

な

っ

て

い

物

議

ま

す

。

員

一

そ

の

内

科

議

は

、
道
協
の

、

真

帥

装

・柿
修
、

助
成
金
の
刑
制
を
史
的
一
一
す
る
も
の
、

本
江
小
学
校
の
明
築
(
昨
年
ロ
月
光

成
)
や
背
少
年
ホ

1
ム
建
ぷ

(
3
月

完
成
予
比
)
の
似
伯
、
騒
音

・
忠・けよ

な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
か
ら
の

相
談
、
縦
断

・
相
続
な
ど
家
低
問
題

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
、
し
以
処

即
、
税
金
の
川
屈
な
ど
が
あ
り
、
広

い
飽
川
に
わ
た
っ
て
相
談
が
持
ち
こ

ま
れ
ま
し
た
。
昨
年
中
に
取
り
扱
っ

た
も
の
を
区
分
し
て
み
ま
す
と
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
泊
路
制
装
、
補
修

問

凶

四

三

件

.ω
成
金
交
付
や
刑
制
な
ど
予
引
に

2i百余件護送け付け

44. 広?ぢ津無

つ
い
て
の
隙
桁

・
家
庭
問
題
に
つ
い
て

.
賃
貸
借
問
題

・
公
待
問
題

・
税
金
に
つ
い
て

・
交
通
羽
改
問
題

・
上
下
水
道
に
つ
い
て

.
住
宅
に
つ
い
て

・
水
路
の
改
修
な
ど

・
都
市
計
画
に
つ
い
て

・
公
園
、
基
地
に
関
す
る
も
の

.
国
凶
作
金
に
つ
い
て

-
m
Q
心
に
関
す
る
こ
と

.
円
料
、
住
民
笠
録

・
交
通
い
い
旧
り
の
ぷ
凶
に
つ
い
て

.
防
犯
灯
に
関
す
る
乙
と

.
山
梨
怖
に
関
す
る
乙
と

.
そ
の
他

市
民
州
相
談
室
で
は
、
こ
れ
ら
み
な

さ
ん
か
ら
の
隙
的
出
や
安
望
を
で
き

る
だ
け
以
く
市
長
、
助
位
、
凶
係
訟

に
報
特
し
、
市
政
に
.
反
映
さ
れ
る
よ

う
つ
と
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
市

川
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

d

選
挙
人
名
簿
登
録
の
申
し
出

第 3種郵便物認可

前
二
十
歳
に
な
っ
た
人
や
転
入
さ

れ
た
人
で
も
選
挙
人
名
簿
に
党
録
さ

れ
て
い
な
い
と
、
選
挙
躍
を
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う

な
人
は
早
く
な
録
の
申
し
山
を
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
満
二
十
歳
に
な
っ
た
人
〉

3
月
1
日
ま
で
に
尚
二
十
歳
に
な

ら
れ
る
人
(
昭
和
凶
年
3
月

2
円
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
)
ま
た
は
そ
れ
以

前
に
二
十
歳
に
な
ら
れ
た
人
で
、
ま

だ
登
録
の
申
し
出
を
し
て
い
な
い
人

は
、

3
月
1
日
ま
で
に
印
鑑
を
お
持

ち
の
う
え
、
市
役
所
市
民
課
(
粍

旧
、
片
貝
は
連
絡
所
)
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
人
が
こ
ら
れ
な
い
場
合

は
家
族
の
人
で
も
結
構
で
す
。

〈
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
〉

市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
で
、
転

入
届
け
と
同
時
に
登
録
の
中
し
出
を

し
て
い
な
い
人
は
、
転
入
先
の
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
選
挙
人
名
簿
の
登 3 

月

で

1
日

ま

録
に
附
す
る
一
社
川

H
H

け
を
も
ら
っ
て
、

い
っ
し
ょ
に
中
し
川
を
し
て
く
だ
さ

1

0

 

〈
市
内
問
の
住
所
の
良
助
〉

市
内
問
で
住
所
異
動
さ
れ
た
人
は

-

必
ず
市
民
課
の
窓
口
、
ま
た
は
連
絡
一

所
で
転
居
届
け
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ

一

¥

O

 

B
V

-

冬

期

間

の

水
道
使
用
量
の
検
針

l
i

2
月
は
降
雪
の
た
め
、
各
ど

-

ハ
致
・
阪
の
水
道
メ
ー
タ
ー
掃
の

t
に
.TJ

が
伯
も
り
、
水
道
使
川
料
の
検
針
が

一

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
道

一

局
で
は
、
こ
の
よ
う
な
と
き
、
そ
の

一

ご
家
低
の
平
均
使
用
量
に
よ

っ
て
、

基
本
料
金
ま
た
は
認
定
料
金
で
納
入

一

し
て
い
た
だ
き
、

3
月
分
で
過
不
足

一

を
精
算
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
協
力
願
い
ま
す
。

一

こ
ん
な
相
談
日
が

あ
り
ま
す

間二二二二三三三四凶五五五 00二三一

関
係
機
関
が
市
内
で
実
施
し
て
い

る
相
談
日
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
乙
の

-

日
を
ど
利
川
に
な
れ
ば
、
係
員
が
み

一

な
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
の
で
便
利
か
と
思
い
ま
す
。

〈
内
職
相
談
〉

似
週
月
、
水
、
金
附
日
午
前
川
附

i
午
後

3
W市
川
以
川
一
間
工
水
陸
課
で

一

〈
行
政
相
談
〉

毎
月
引
円
午
後
l
i
4
川
、
円
(凶仙

寺
町
谷
川
犯
徳
宅
で
ひ
ら
か
れ
ま

す
。
役
所
の
乙
と
で
、
佐
伯
や
お
閑
り

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
州
談
を
F

〈
交
通
事
故
相
談
〉

一

似
週
金
腿
日
午
前

9
附

i
午
後

4
一

時
、
市
民
会
飢
で
、
交
通
部
放
で
川
…

っ
て
お
ら
れ
る
人
の
川
相
談
に
出
じ
て

お
り
ま
す
。

〈
税
の
相
談
日
〉

5
の
つ
く
日

(
5
1、
日
日
、
お

け
)
午
前

9
附

l
午
後
5
川
、
税
務

明
納
税
相
談
室
(
一
断
)
で
ひ
ら
か

れ
、
税
に
つ
い
て
の
川
相
談
を
受
け
て

お
り
ま
す

U

〈
市
長
の
市
民
相
談
日
〉

3
の
つ
く
日

(
3
川
、
は

H
、
お

日
)
の
午
前
川
向

1
ロ
川
町
ま
で
市
役

所
巾
民
州
談
以
ぃ
一
で
、
市
長
が
随
時
み

な
さ
ん
か
ら
の
似
的
や
以
望
、
む
は

一

な
ど
山
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

ネrlJr児交差点に

歩行者専用イ1;.J，.f機つく

市
内
で
初
め
て

の
歩
行
者
羽
川

μ

巧
機
が
、
こ
の
ほ

ど
判
明
交
差
以
に

五
十
万
円
の
伐
川

を
か
け
て
取
り
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
い
父
先
点
付

近
は
、
交
通
塁
が

多
く
、
凶
山
街
で
あ
る
こ

と
か
ら
歩
行
将
の
迫
路
横

断
を
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
に
つ
け
ら
れ
た
も
の

1千万円が灰に

1l'[.:il.::20件の火災発生

市消防本音11では、このほど昭和~3

年'1'の火災状似をまとめま した。乙

れによりますと、昨年 1年間に20件

の火災がありました。 乙れは前年に

くらべると 7件少なくなっておりま

す。 J只li
'
~従úは、 ゃく 1 千万円にのぼ

り、l凶作より 2百万円少なくなって

いますが、 1件あたり損古額は50万

円で前年よりJ..まわっています。

そして建物の全焼 6、半焼:3、部

分担ï7 で、のべ 1 千平方協がかI~ !:k. し

ており、 22人が催災されています。

つぎにUj火以因をみますと、たば

こ、バーナー、火の粉、乙たつ火の

不始末によるものが各2件があり 、

ちょっとした不ti:訟で忠わぬ災百に

なっておりますの

。 。

火災を!山ぐため次のようなことを

実行しましょうo

。我が家の|坊火診断4チェック

①j払)Yrは危険でないか。 ①;f.{Hは
'!J:令か。①{史い万は正しいか。@

あと始末はう己令:か。

。みんなの力で火事を小さくする 3
/レー/レ

①早く知らす。①I，'.く消す。①的

火のじゃまをしない。

非
市
サ
イ
レ
ン
を
的
‘
り
し
て
定
る

救
急
点
:
・
消
防
本
部
に
ト
引
が
配
山
さ

れ
て
三
作
余
り
に
な
り
ま
す
が
、
川

動
回
数
は
一
旬
年
ふ
え
て
お
り
ま
す
u

敗川
Jω
主
立
、
日
午
い
こ
リ
川
平
よ
り

:

J

I

l

t

J

I
l
l
i

‘
 

十
九
川
多
い
二
百
十
川
が
山
勤
し
、

二
百
一
人
(
前
年
百
七
十
六
人
)
の
れ

似
者
や
病
人
を
救
護
し
ま
し
た
が
、

山
動
状
況
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

庁
日
す
行
先
つ
在
主
ド
ヒ
ー
と
内
泊
目
炎

γ
y
/イ
l
去

vσ
，
品
川
.
ピ
刈

I

l

l

J
に

4
可
抗
F
1
J
A
1=υ

巾

告

期

限

は

3
凡

同

日

附
利
何
年
八
げ
の
所
得
の
山
山
口
と
納
れ
ら
引
業
税
や
性
民
机
の
巾
告
義
務

税
は
、

2
月
日
日
か
ら

3
1月
同
日
ま

の
あ
る
人
で
、
所
得
税
の
確
定
巾
告

で
で
す
。
則
限
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
』
を
促
山
さ
れ
な
い
人
は
、
個
人
事

一

早
め
に
申
告
と
納
税
の
手
続
き
を
す
業
税
ま
た
は
個
人
住
民
税
な
ど
の
巾

一

ま

せ

て

く

だ

さ

い

。

北

口

百

を

そ

れ

ぞ

れ

聞

係

機

関

に

促

山

一

納
税
者
の
み
な
さ
ん
の
巾
特
手
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
告
別

き
を
簡
単
に
す
る
た

め

、

こ

と

し

も

限

は

3
月
日
日
で
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
射
出

さ

れ

た

な

お

、

納

税

相

談

は

2
月
目
日
か

人
は
、
個
人
事
業
税
や
個
人
住
民
税
ら

3
月
日
日
ま
で
、
魚
津
税
務
沼
で

な
ど
の
申
告
を
し
な
く
て
も
よ

い

と

ひ

ら

か

れ

ま

す
心

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
乙

ト
が
交
通
事
故

救
急
車
の
出
動
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
山
女
別
に
し
ま
す
と
、
川

百
四
十
九
人
、

k
i十
二
人
で
す
。

版
業
別
で
は
い
父
通
引
似
な
ど
の
附
係

も
あ
っ
て
、
会
社
員
の
男
子
が
六
十

三
人
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
、
つ
い

で
、
主
刷
、
予
午
、
九
幼
児
と
な
っ

て
い
ま
す
。

以
九
心
ト
引
出
動
に
つ
い
て
の
辿
絡
は

昨
年
は
、
全
体
の
い
U.1
切
れ
に
あ
た
る

百
五
十
八
人
が
•• 

九
併
を
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
紋
什
い
山
H'

似
が
お
き
た

と
き
は
.
一
九
市
、
京
た
は
的
防
明

山
川
①

0
2
9
5
市
へ
ご
作
一
栴
く
だ

さ
い
。

月
別
の
山
動
状
況
は
、
3
バ
が
二

十
六
日
、
日
川
二
十
三
回
、

1

・
7

川
各
二
十
二
回
、
日
月
二
十
一
川
と

な
っ
て
い
ま
す
。

時
間
別
に
み
ま
す
と
、
い
ち
ば
ん

多
い
の
は
午
後

4
1
6
川
で
二
十
九

川
、
つ
い
で
午
徒
2
川

J
4附
の
二

十
八
川
、
午
後

6
J
8附
の
二
十
四

回
の
似
と
な
っ
て
お
り
、
午
後
2
附

過
ぎ
か
ら
問
時
ご
ろ
に
か
け
て
よ
く

出
動
し
て
お
り
、
全
体
の
五

orを

し
め
て
い
ま
す
。
ま
た
午
前

8
1問

時
と
、
午
前

O
J
2
附
ま
で
の
削
と

夜
中
の
山
動
も
訓
り
合
い
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
紋
設
し
た
人
を
心
掛
峨
別
に

み
ま
す
と
、
交
通
事
故
が
断
然
多
く

合
体
の
凶
凶
が
れ
に
あ
た
る
八
十
八

人
、
つ
い
で
急
病
人
五
十
人
、
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鋭
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他
二
十
四
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寝
室
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法
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奈
川
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三
一
言
説
毛
筆
忌
一
一
枚
目
板
一
回
叫
ん

い
ま
わ
が
国
で
は
、
日
出
民
の
す
べ

て
が
お
お
や
け
の
年
金
を
交
け
ら
れ

る
し
く
み
が
で
き
、
「
年
金
時
代
が

き
た
」
と
い
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
乙
の
し
く
み
も
似
附
的

に
市
川
し
な
け
れ
ば
「
絵
に

A
い
た

も
ち
」
と
同
じ
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
、
国
民
年
金
の
手
続
き

を
必
ず
す
る
乙
と
で
す
。
公
的
年
金

の
う
ち
、
国
民
年
人
点
だ
け
は
、
こ
の

手
続
き
を
自
分
で
す
る
の
が
建
て
前

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
少
の
わ

ず
ら
わ
し
さ
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
あ
な
た
の
権
利
を

γ
る
た
め

に
ぜ
ひ
必
要
な
こ
と
な
の
で
す
c

国
民
年
金
で
い
ち
ば
ん
た
い
せ
つ

人
点
的
公
園
に
こ
の
ほ
ど
新
し
い
泣

川
(
が
・
山
り
付
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
自
ば
れ
て
い
ま
す
3

公
闘
内
に
は
、
珍
ら
し
い
川
肱
す

べ
り
介
、れ
市
ト
ン
ネ
ル
、
四
述
ブ
ラ

ン
コ
、
砂
場
、
サ
ー
ク
ル
ス
テ
ッ
プ
、

川
似
〆
ク
グ
ー
な
ど
の
遊
日
以
〈
が
そ

な
え
ら
れ
、
み
ち
が

え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
勺
ど
け

を
ま
っ
て
や
く
百
本

の
樹
木
や
之
内
も
相

え
ら
れ
ま
す
。
仁
七
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白
は
百
五
十
万
円
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ノ
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午
、
山
げ
は
、
メ
主
を
み
な
が
ら

乙
の
ほ
か
村
木
こ
り

一

続
け
て
川
し
て
く
だ
さ
い
。
途
中
で

公
園
も
近
く
格
的
さ

一

.1
秒
以
卜
休
む
と
、
そ
れ
以
十
タ
イ

れ
る
乙
と
に
な
っ
て

ヤ
ル
し
で
も
つ
な
が
ら
な
く
収
り
ま

い
ま
す
。
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と
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お
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慨
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介
)
な
い
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お
℃
の
也
市
川
は

「
ぷ
し
小

」
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
心
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け
る
だ
け
で
な
く
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か
か
っ
て

く
る
の
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い
つ
も

O
K
の
状
態
に
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な
く
て
は
い
け
ま
せ
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。
ま
た
、

コ
1
ド
が
か
ら
ま
っ
た
り
な
ど
し
て

交
ぷ
加
が
伊
い
て
い
な
い
か
と
紅
説

く
だ
さ
い
。
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市
役
所
の
市
民
相
談
室
は
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市
政
の
窓
口
と
し

て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
隙
情
や
怠

M
、
安

望
、
苦
情
な
ど
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
昨
年
か
ら

3
の
日
に
、

「
市
長
の
市
民
利

談
日
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を
設
け
て
、
市
長
や
助
役
に

清

4
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れ
桜
み
な
さ
ん
か
ら
の
要
望
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乏
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い
た
だ
き
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き
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だ
け
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反
映
さ
せ
る
よ
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と
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ま
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ふ
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金
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園

な
手
続
き
は
、
加
人
将
に
な
る
千
続

き
で
す
。
乙
れ
が
す
べ
て
の
以
上
市
に

な
る
こ
と
で
す
か
ら
、
農
業
と
か
、

一
般
尚
山
の

'
l
M業
の
人
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必
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し

ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
、
判
断
し
て
姓
が
変
わ

っ
た
と
き
、
住
所
を
変
え
た
と
き
、

加
入
者
が
会
社
な
ど
へ
勤
め
た
と

き
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き
な
ど

も
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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続
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巾
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金
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倒
的
に
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き
ま
す
か
ら
、
忘
れ
ず
に

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
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、
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古
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什
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。
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ら
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